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ライフプラン
発表会

家庭クラブ
６次化町内活動

　２月19日、１年生が各クラスに分かれてライフプランの発表を行いました。この授業
では、自分の人生を振り返り、将来への見通しを持たせることを目的としています。この
日までに、生徒たちは生きていくことに必要なことについて調べ学習をしてきました。調
べ始めると、知らないことや驚くことの連続だったようです。
　例えば、子ども一人を成人させるまでにかかる費用が莫大な金額になります。その具
体的な金額を知り、自分たちの置かれている環境が、実はさまざまな支えによるものだ
と気付くことができたと感謝の気持ちを抱く生徒もいました。そのような気付きなどを
もとにスライドを作成し、今回は全員がパワーポイントを活用して自分のライフプラン
を披露しました。級友たちのさまざまなライフプランを知り、生徒たちは自分自身の生
き方を深く見つめ直すことができたようです。

　２月22日、町内のMANMA HOUSEをお借りし、家庭クラブの生徒が作った小野町の
郷土料理であるまんがこ汁を町民の皆さんにご試食いただきました。まんがこ汁は、昔、
不足した米の代用品として小麦粉の生地を使ったのがはじめとされ、その生地の形がまぐ
わという農機具に似ていることからその名がつけられたと言われています（諸説あり）。こ
のまんがこ汁を広く知ってもらおうと、町の産業振興課と協力し、昨年から準備を進めて
きました。
　当日は11時から13時までという短い時間でしたが、さまざまな方にご来店いただきました。
なかには、まんがこ汁を口にして、「なつかしい」と目を細める方もいらっしゃいました。お客
様たちがおいしそうに召し上がる様子を見て、生徒たちは大きな達成感を得られたようです。
　今回まんがこ汁をつくるにあたり、小野町産の大豆と八重山産の塩で仕込んだ味噌、小
野町産の野菜をふんだんに使わせていただきました。ご協力をいただきました皆さんに感
謝申し上げます。今後も、小野町の食材のおいしさをPRすることができるように、６次化
商品の開発を進めていきたいと思います。
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